
 

 

 

令和７年５月７日  

 

「（仮称）調布市スマートシティ戦略」策定支援業務委託  事業者候補選定プロポーザル  

企画提案に関する質問と回答  

 

 質問  回答  

１  プロポーザル実施要領 11審査概要（６）の審査・評価

の基準、項目及び配点について、別に定めると記載が

ありますが、開示いただけないでしょうか？  

審査・評価については，プロポーザル実施要領

11(5)に記載した審査・評価の視点を踏まえて行い

ますが，審査に係る評価基準，項目及び配点につき

ましては，審査の公平を期すため非公開としており

ます。御理解ください。  

２  提出資料のうち、業務スケジュールについて企画提案書

内で業務スケジュールを記載することで、業務スケジュ

ールの単独資料の提出は割愛しても問題ないでしょう

か？  

問題ありません。プロポーザル実施要領 1(3)及び

(4)に記載した業務内容と提案いただく業務スケジ

ュールとの対応が明確となるようご留意ください。  

３  市民等との対話のための場の企画・開催・運営業務につ

いて、対話の場の運営については Liqlid 運営事業者に

委託とあるので、今次事業の委託事業者は企画・開催・

運営に協力はするが会場費や当日の運営に係る諸費用等

の金銭的負担はない（計上しないでよい）という理解で

よいでしょうか？  

市民等との対話の機会の創出については，調布市，

Liqlid運営事業者及び本業務受託事業者（以下，

「貴社」という。）の３者で協議した上で，最終的

に実施する内容を決定します。  

プロポーザル実施要領１ (3)ウ (ｲ)及び (4)ア (ｲ)に記

載のとおり，貴社から提案いただいた企画を採用す

る場合，実施に向けて必要のある会場や関係者との

「調整」は貴社の業務範囲であり，本「調整」業務

には会場の手配（会場費の負担）も含むものと想定

しています。  

他方，当日の運営については別途委託による対応と



 

 

することから，人員の配置等，当日運営に係る負担

は求めない想定です。  

４  市民等との対話のための場の企画・開催・運営業務に

ついて，令和７年度、８年度ともそれぞれ、市民等と

の対話の機会について、戦略策定前に４回以上、策定

後に４回開催することとなっていますが、これは令和

７～８年度を通じた合計の実施回数との理解でよいで

しょうか。  

ご認識のとおりです。  

 

戦略策定の想定時期が年度の区切りと整合しないこ

とから，当該記載としています。令和７～８年度を

通じて，戦略策定前に４回以上，策定後に４回を想

定しています。  

５  戦略の策定支援について，本項目についても令和７年

度、８年度とも同内容があげられていますが、基本的

には素案作成までに実施する内容であり、主に令和７

年度の業務内容との認識でよいでしょうか。  

戦略策定の時期は，プロポーザル実施要領別表１の

とおり，令和８年度の第一四半期となることを想定

しています。（時期が前後する可能性がありま

す。）  

そのため，プロポーザル実施要領１ (3)エ (ｱ) に記

載の策定支援に係る業務の主な内容については，令

和７年度中に想定している素案作成までに実施いた

だく想定ですが，令和８年度においても，最終的な

戦略の策定までの期間，パブリック・コメント手続

きの結果を踏まえた検討，修正などの過程におい

て，一定の業務が生じるものと想定しています。  

 


